
 2013年3月22日各  位   　  会社名   株 式 会 社  サ ン デ ー   　 代表者名   代表取締役社長   川村 暢朗  (コード番号７４５０ JASDAQ）   　 問合せ先   取締役管理本部長 成澤 真一  (電話番号　0178-47-8511)   最近の業績の動向を踏まえ、当社は2012年４月５日に公表した2013年2月期(2012年2月21日～2013年 ２月28日)の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。また、特別損失の計上 並びに繰延税金資産の計上についても併せてお知らせいたします。１．業績予想の修正について2013年2月期通期連結業績予想数値の修正（2012年2月21日～2013年2月28日）売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり純利益百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭前回発表予想(Ａ) 51,100 1,830 1,770 910 84.58今回発表予想(Ｂ) 47,064 1,204 1,183 973 90.48増減額(Ｂ－Ａ) △ 4,036 △ 626 △ 587 63増減率（％） △ 7.9 △ 34.2 △ 33.2 6.9（ご参考）前期実績（2012年2月期） 51,012 1,777 1,705 287 26.68(注)決算期の変更(２月20日から２月末日)に伴い、2013年２月期は12か月８日の変則決算となります。2013年2月期通期個別業績予想数値の修正（2012年2月21日～2013年2月28日）売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり純利益百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭前回発表予想(Ａ) 40,400 1,800 1,760 900 83.65今回発表予想(Ｂ) 38,005 1,303 1,331 616 57.30増減額(Ｂ－Ａ) △ 2,395 △ 497 △ 429 △ 284増減率（％） △ 5.9 △ 27.6 △ 24.4 △ 31.6（ご参考）前期実績（2012年2月期） 39,914 1,785 1,742 978 90.97(注)決算期の変更(２月20日から２月末日)に伴い、2013年２月期は12か月８日の変則決算となります。２．修正の理由
３．特別損失の計上について４．繰延税金資産の計上について（注）上記予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき算出しておりますので、実際の決算数値と異な 　　 る可能性があります。        以  上

業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正及修正及修正及修正及びびびび特別損失特別損失特別損失特別損失のののの計上並計上並計上並計上並びにびにびにびに繰延税金資産繰延税金資産繰延税金資産繰延税金資産のののの計上計上計上計上にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせ らせ らせ らせ 記

（1）連結　当連結会計年度においては、復興需要の下支えによる緩やかな景気持ち直しの動きが一部に見られるものの、業種を越えての競争激化、個人消費の鈍化など依然として厳しい状況下にありました。このような中、前事業年度における震災後の一時的な需要増や地デジ化関連需要の反動、および子会社店舗の業態変更並びにコンセ・灯油の売上除外の影響を見込み、アグリやホームセンターらしい自社開発商品の取り組みや積極的な販促等対策を講じて参りましたが、売上高は当初計画を下回る見込みであります。また経費削減に努めたものの、売上高減少の影響により、連結営業利益並びに連結経常利益はそれぞれ当初予想を下回る見込みであります。なお連結当期純利益は、法人税等調整額２億85百万円の計上により、９億73百万円と当初予想を上回り、連結後最高益を達成する見込みであります。（2）個別  連結における売上高、営業利益、経常利益の修正理由に加え、特別損失に関係会社株式評価損５億43百万円を計上したことにより、当期純利益が当初予想を下回る見込みであります。よって個別においても前回の業績予想を修正いたします。  関係会社株式評価損　　５億43百万円  当社が保有する連結子会社㈱ジョイの株式について減損処理を実施し、関係会社株式評価損を個別決算において特別損失として計上することとなりました。なお連結決算への影響はございません。   前期より業績が堅調に推移し、将来にわたり課税所得の発生が見込まれることから、税効果会計上の 会社区分の見直しを行った結果、個別の法人税等調整額に２億85百万円計上いたしました。


